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巻頭言 私と教育相談 
夢の実現に向けた「目標設定」 

―PBISを活用して― 

今年も米大リーグ大谷翔平選手の活躍でテレビの

前に釘付けになっている方が多いのではないでしょ

うか。大谷選手といえば、高校時代「8球団からド

ラフト1位指名を受ける」という目標を設定し、努

力を積み重ねてきた目標達成シートも有名です。

2025 年3 月30 日付けの日本経済新聞に、大谷

選手の恩師である花巻東高校の佐々木洋監督のイン

タビュー記事が掲載されました。佐々木監督は「私

（監督）の仕事は、野球部員を甲子園に連れて行く

ことではなく、その後の60年以上を勝たせること

だ」と言い、生徒に「夢は持っているだけではダメ。

目標を具体的に立てるからこそ、実現に近づく」と

語りかけています。 

私は、児童生徒の成長に携わる教職員の仕事は、

「子どもたちが幸せな人生を送れるように支えるこ

と」だと考えています。子どもたちが、自分のよさ

や可能性を伸ばし自己実現を図るために、「目標設定」

は欠かせません。さらに、目標を目指すものではな

く、実現させる目標にすることが大切です。 

目標は立てるけれど、なかなか続かないという場

合もあると思います。そこで学校現場にお勧めして

いるのが、PBISを活用した「学級目標」達成に向け

た取り組みです。学級集団で目標設定や実現の取り

組み方を学び、目標達成の喜びを共有することがで

きます。ほとんどの学校で学級目標が設定され、教

室に掲示されていますが、残念なことに2学期には

壁紙になり子どもたちも先生も意識しなくなってい

ることがあります。 

ポイントは、学級目標設定後に、目標達成したと

きの具体的な姿（行動目標）を共有して取り組むこ

とと、望ましい行動を伸ばす支援の方法です。具体

的にどんな行動をすればいいのかが分かり、それが

できたときに適切なフィードバックがあることで、

どの子も安心して取り組み、互いを認め合うことが

できます。 

子どもたちと先生の夢の実現のために「学級目標」

を活用してみませんか。 
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★第37回研究大会 

（京都大会）のご案内 
 

「おこしやす 京都！！」 

 

 

 

 

 お急ぎください 

～宿の手配はお済みですか～ 

かつて京都の閑散期は真夏と真冬で、大会期間の

８月は観光客も少なくなっていたのですが、最近の

京都には閑散期がなくなってしまいました。真夏も

インバウンドの外国の方が多く、宿泊料金が高騰

し、部屋も取りにくくなっています。 

 

～滋賀県大津周辺のホテルがお勧めです～ 

できるだけ早く宿の予約を取るようにお勧めしま

す。もし、京都市内に部屋の空きが少ない場合は、

滋賀県の大津や草津周辺のホテルがお勧めです。

「大津駅」から会場最寄りの「梅小路京都西駅」ま

で、JR線で15分ほどです。京都市内のホテルよ

り宿泊料金も少し安くなっているようです。まだ、

宿泊先が決まっていない場合はご検討ください。 

 

 参加申込みはお済みですか 

～7/28までに学会HPからWeb申込みを！～ 

① 7月28日(月)15:00までに学会HPから、

Web申込みをしてください。 

② 電算システムから払込票（ハガキ）が送付され

ます。 

③ 8月6日(水)までに参加費を振り込んでくださ

い。（会員 7000円、非会員 8000円、学生会員 

2000円、学生非会員 3000円） 

※ 発表者も大会参加申込みが必要です。 

※ 領収書は振込受領証で代替します。別途領収書

が必要な場合は会場の受付に申請してください。 

 

 お勧めです！ 

～記念講演と 

本部･京都府支部合同企画シンポジウム～ 

【記念講演】 

➢ 講師：野田正人氏（立命館大学名誉教授） 

【シンポジウム】 

➢ コーディネーター 

春日井敏之氏（近江兄弟社高等学校校長、 

立命館大学名誉教授） 

➢ シンポジスト 

野本実希氏（近江兄弟社高等学校スクール 

ソーシャルワーカー） 

宮迫嘉徳氏（京都市立神川中学校教諭） 

➢ コメンテーター：野田正人氏 
記念講演のテーマは「多職種連携・協働によるチ

－ム学校（仮）」です。それを受けたシンポジウムで

は、「学校教育相談を軸にしたチーム学校の展開」と

いう企画をしました。 

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワー

カー、児童委員、児童相談所、福祉関係者など、学

校内外の専門性の高い多職種のスタッフと教職員の

連携・協働により「チーム学校」を組織していきま

す。この「チーム学校」が、日常の発達支持的生徒

指導から、即応的な困難課題対応的生徒指導にいた

る様々な生徒指導と一体となった学校教育相談が機

能して、私たちのめざす「チーム学校」となり得ま

す。この｢チーム学校｣を、野田氏による理論的な根

拠となる講演を受け、シンポジウムで実践的に検証

していきたいと考えています。ご期待ください。 

 

 夏の京都をお愉しみください 

京都には盆地ならでは暑さがある分、「涼」を楽

しむ文化もあります。貴船山の麓の貴船神社や貴船

の川床、鴨川沿いの納涼床などは、京都の夏の風物

詩です。研究大会で学び、京都の文化にも触れ、こ

の夏の京都をお愉しみいただければ幸いです。 

（文責：京都大会実行委員長 山岡 雅博） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：令和７年８月９日(土)･10日(日) 

会場：龍谷大学付属平安高等学校･中学校 
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★第26回夏季ワークショップ

のご案内 

第26回夏季ワークショップを、令和7（2025

年）年7月27日（日）にZoomによるオンライ

ンで開催いたします。 

概要は以下の通りです。 

【日時】令和7（2025）年7月27月（日） 

 Ａ、Ｂ、Ｃコース 9:30～12:30 

 Ｄ、Ｅ、Ｆコース 13:30～16:30 

 

【開催方法】リアルタイムオンライン 

 

【テーマ、講師】 

＜Ａコース＞ 一瞬で良い変化を起こす面接のコツ 

講師：半田一郎氏（リソースポート代表） 

＜Ｂコース＞ 教師の創造性を解き放つ保護者との

心理的安全性 

講師：一色翼氏（川口短期大学こども学科専任講

師） 

＜Ｃコース＞ 子育てバーンアウトを理解する 

講師：古谷嘉一郎氏（関西大学総合情報学部教授） 

＜Ｄコース＞ ブリーフミーティングによるケース

会議 

講師：鹿嶋真弓氏（立正大学心理学部教授） 

＜Ｅコース＞ 教育相談に活かす修復的対話 

講師：綾城初穂氏（駒沢女子大学心理学類准教授） 

＜Ｆコース＞ 論文も書ける実践者になろう 

 ～論文作成講座～ 

講師：米田薫氏（大阪成蹊大学教授） 

※各コースの概要は学会HPをご確認ください。 

 

【受講料】 

・学校カウンセラー、学校カウンセラー・ 

スーパーバイザー    ……2,000円 

・その他の学会員     ……3,000円 

・ガイダンスカウンセラーおよび構成団体有資格 

者（学校心理士、キャリア・カウンセラー、 

教育カウンセラー、カウンセリング心理士、 

臨床発達心理士）    ……3,000円 

・一般          ……4,000円 

・学生（社会人学生は除く）……2,000円 

※受講料は１コース毎の受講料です。 

午前と午後１コースずつ、計２コースを受講され

る場合、２コース分の受講料が必要です。 

※受講料のお支払いは、お申込後に送付する振替用

紙にて期日までにお支払いください。 

 

【受講申込】学会HPよりお申し込みください。 

 

【受付期間】5月20日（火）正午 

～7月14日（月）15:00 

 

【問合せ先】日本学校教育相談学会夏季ワークショ

ップ受付サポート係（平文社内） 

    ℡ 03-3944-0301 

   ✉ jascg-ws@heibun.co.jp 

 

会員の皆さまのご参加をお待ち申し上げるととも

に、皆さまからも周囲の方にご紹介いただけますと

幸いです。 

（文責：研修委員長 会沢 信彦） 

 

★新入会員紹介－栃木県支部－  

栃木県支部では、会員からの勧誘、研修会への参

加などをきっかけに、この2年で十数名の新しい

仲間を迎えました。今回は、会員が職場で声をか

け、共に実践したことから入会につながった４名の

方を紹介します。 

〇黒須瞳先生 ずっと教育相談に関心があり、これ

までにたくさんの研修を受講、一つ一つ「なるほ

どな」と感じつつも、いざ実践となると何をどう

していいのか分からなくて、スッキリしなかった

そうです。会員の同僚から「何か一つ軸足となる

ものを見つけるといいよ」とアドバイスを受けて

入会、日々学級の仲間づくりを実践されていま

す。 

〇齋川由香先生 「子どもたちに楽しい場面を提供

したい」その思いでいろいろ取り組んできたので

すが、なかなか思い通りにならず迷っていたとこ

ろ、会員の同僚から「失敗は全然問題ないよ、一

緒に次を考えよう」と励まされて入会、特別支援

学級での仲間づくりの実践を楽しんで継続されて

います。 

〇瀬端成基先生 生徒指導・教育相談領域で県の教

育センターに内地留学後、子ども一人一人の心に

寄り添うチーム学校づくりに注力する会員の校長

先生から「入会して、実践・研究を継続していこ

う」と勧められたそうです。県・町教育委員会主
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催の研修会等でも、内地留学の成果を発表されて

います。 

〇斎藤悠雅先生 会員の同僚と同じ学年を組み、合同

体育等で取り組んだグループカウンセリングの「対

人関係ゲーム」に興味をもって入会したそうです、

毎日のように発行している「１ニュース通信」に加

え、学級経営の軸として大いに活用して実践されて

います。 

会員の実践に共感し、意欲を高め、新会員が増え、

共に学び、実践する、そんな連鎖や仲間の輪が広がっ

ていくように、支部会員皆で学校教育相談に励んでい

きたいです。 

（文責：栃木県支部理事 伊澤 孝） 

 

★スクールカウンセラー情報 
 

「ＳＣに求められていること」 

山梨県支部 内藤 雅人 

 

新採用の年、幸いにも甲斐志郎先生と出会うこ

とができました。山梨県に学校教育相談の種をま

かれた大先輩です。以来、学校教育相談やカウン

セリングの理論と方法に基づいた実践を重ねてき

ました。学校を退職後はスクールカウンセラーと

して勤務したいと考えていましたが学校カウンセ

ラーやガイダンスカウンセラーの資格では採用が

難しいため公認心理師の資格を取得し、採用検査

に応募しました。 

 本県の「スクールカウンセラー等活用事業実施

要項」に目を通したところ「いじめや不登校等の

未然防止、改善及び解決並びに学校内の教育相談

体制等の充実を図り、もって教員の資質能力の向

上に資することを目的とする」と記されていまし

た。40年以上前、故甲斐志郎先生が本県に学校

教育相談の勉強会を立ち上げた当時の目標そのも

のであります。 

 ＳＣとして勤務するに当たって私が最も重視し

ていることは、「チーム学校の一員としての自覚」

「教職員に対する十分な情報提供」「問題解決のき

っかけや手掛かりを得られるような解決志向型の

カウンセリング」であります。面談、相談は様々

な場所で行われていますが、学校におけるカウン

セリングにあってはいずれも欠くことのできない

要素であると考えています。無論、相談者の同意

を得ないまま面談の内容を漏らしたり、指導や助

言を強く行ったりすることは厳に慎むよう心掛け

ています。 

現場の先生方から最も肯定的に受け止めていた

だいているのが情報の提供です。「面談の状況が分

からないので指導方針が立てられないことが多々

あった」という話はよく耳にしました。面談の内

容に関する守秘義務の解釈についてはカウンセラ

ーによってばらつきがあることを実感していま

す。外部に情報が漏れることはあってはならない

ことですが学校における指導の改善・充実に資す

るためにはチーム内での情報共有は不可欠である

と思います。 

児童生徒や保護者からの感想で多かったのは

「何をすればいいか自分なりの方法が見つかっ

た」「プラス思考で考えられるようになったので希

望が持てた」「頑張ってみようという気持ちが湧い

た」などです。「聞いてもらって気持ちが楽になっ

た」ということも必要ですがスクールカウンセリ

ングにおいては、「ヒントが見つかった」「何を頑

張ればいいか分かった」「できそうな気がする」な

どの感覚や気づきが大切だと思っています。 

ＳＣの研修会で他のＳＣがよく口にするのは、

「学校は敷居が高い」「居場所がない」「完全アウ

ェー」という言葉です。「そういう感覚を持ちませ

んか？」と振られるので「たしかに」と答えるの

ですが、実際のところそのような感覚はありませ

ん。それは自分が教員であったからだということ

に気づかせてもらいました。 

ガイダンスカウンセラーがＳＣになることの意

義がここにあるのだと思います。現状では採用試

験においても待遇の面においても公認心理師、臨

床心理士より不利な立場にあるかもしれません。

しかし、学校現場を知っている私たちがＳＣとし

て学校に入り児童生徒に寄り添い教職員を支援す

る意義は極めて大きいと感じています。「雑談やコ

ンサルテーションを通じて教育相談への理解が深

まりました」「指導の改善が図られるようになりま

した」「いつでも話しかけられるので心強いです」

こんな言葉をいただくのは何よりの喜びです。学

校カウンセラーやガイダンスカウンセラーの資格

を有する仲間が大勢学校現場に入っていく日が来

ることを願ってやみません。 

（担当：鈴木 由美子） 
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岡山県支部からは松本一郎先生を紹介します。先

生は支部で研修委員長、副理事長を歴任され、県支

部の研究実践分野で常に支部会員をリードして来ら

れた方です。現職時代には中学校で教頭、校長とし

てSWPBISを研究し、自校で広く実践して多くの

成果を上げて来られました。現在も大学や学校現場

で後進の育成と共に自身の実践研究にも取り組まれ

ているとても意欲的で魅力的な先生です。  

岡山県支部理事長 三上政誉志 

 

「よさを認める学校づくり」 

（ＰＢＩＳ倉敷モデル） 

松本 一郎 

私は30代の終わり、突然、県教育センターの教

育相談部に２年間の出向を命じられました。そこ

で、その後岡山県支部をけん引する先輩方と出会

い、教育相談を学び始めました。その後、しんどい

学校の生徒指導主事や行政を経験しました。総社市

で教頭になったとき、「だれもが行きたくなる学校
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前岡山県支部理事長の藤井和郎先生が校長でした。

マルチレベルアプローチという包括的生徒指導の考

え方を、前学校教育相談学会長の栗原慎二先生をは

じめとする多彩な講師陣から３年間学ぶことができ

ました。年ごとに生徒や学校は変容し、「だれ行

き」の効果を確信しました。 

その後、倉敷市教育委員会に配属になりました。

総社市の「だれ行き」を倉敷市にも取り入れたいと

思いました。「だれ行き」は、「協同学習」「ピアサ

ポート」「SEL」「ポジティブ行動支援（PBIS）」を

総合的に実践する規模の大きな取り組みです。そこ

で、その中からPBISを、中でもグッドビヘイビア

カード（以降、GBカード）を中心とし、研究指定

校を20校設け、研究実践を２年間行いました。 

研究指定中学校の一校が、その年の７月の西日本

豪雨のため被災しました。研究指定は中止としまし

たが、授業が再開した10月頃に、校長先生から

「研究を再開・継続したい」と電話がありました。

理由を尋ねると、「生徒が、水害で無くなったGB

カードが欲しい言うんじゃ」とのことでした。先生

方のGBカードが、被害を受けた生徒たちを励まし

続けていたのです。この時ほど、GBカードの効果

を実感したことはありませんでした。 

校長になり、教育相談と人権教育を学校経営の中

心に置き、いじめ・不登校の未然防止や学力の向上

を目指しました。中でもGBカードの活用をスクー

ルワイドで実践しました。 

 1年目は教員から生徒へのカードとしてスタート

しました。年度末の生徒アンケートで、「先生から

もらうのもうれしいですが、私たちも書きたいので

す。私たちのカードを作ってください。」という声

が多数ありました。２年目からは、生徒が書くカー

ドがメインとなりました。４年間で、５万枚のカー

ドが書かれました。市全体としては、不登校の数が

右肩上がりに増加する中で、４年間現状維持を続け

ました。 

 本校でのPBISの取り組みは、解決志向アプロー

チやポジティブ心理学の考え方を盛り込んだ独自の

汎用性が高い実践です。詳しく述べることが紙面の

都合もありできませんが、下のURLから資料を見

ていただけますと幸いです。 

 現在は、教職を目指す学生のみなさんに、これら

の実践を紹介し共に学んでいます。教職を目指す学

生には、様々な不安を抱えている人もいます。教育

相談を基にした様々な実践を学ぶことによって、よ

ろこびにあふれる教員人生を実現してほしいと願っ

ています。 

〇倉敷市立西中学校 https://www.kurashiki-

oky.ed.jp/nishi-j/pbiskuranishi.html 

〇倉敷市教育委員会 https://www.okayama-

ebooks.jp/?post_type=bookinfo&p=17984    

（担当：小川 正人） 
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★-支部活動報告-【川崎市支部】 

川崎市支部は学会創設の翌年から支部としての活

動を始め、今日まで34年の歩みを続けてきまし

た。現在の会員数は30人。顔と名前を覚えるには

ちょうどよい規模であることから、自由に発言し、

活発に意見交流ができる雰囲気のある支部となって

います。 

支部では、定期的に理事会を開き、情報を持ち寄

り、知恵を出し合って年２回の研究・研修会と年１

回のスキルアップ研修を企画しています。 

第１回研究・研修会には子どもの心理や発達、教

育課題に詳しい講師を招きます。講演から得られる

専門的な知識とワークショップで磨かれる子どもの

言動の意味を的確に捉える感覚をリンクさせること

で、現実場面で生きる力を養う研究・研修会になっ

ています。 

第２回研究・研修会では川崎市内の学校や相談機

関などの事例を取り上げます。講演と助言、それに

グループ協議が噛み合うと、初めの印象とは全く異

なる事例に思えてくることがあり、その体験をした

会員が毎回欠かさず参加する研究・研修会になって

います。 

スキルアップ研修では、エンカウンター、ロール

プレイ、カウンセリングといったテーマを取り上げ

ます。教育相談入門者にとってはこれらの理論や技

法を知る貴重な機会であり、長く教育相談に携わっ

てきた参加者にとっては自身の実践を振り返りなが

ら学び直す場になっています。 

一方、支部の課題となっているのが、思うように

新規入会者が増えないことです。その対策として、

数年前から研究・研修会の積極的な周知に努め、市

教委の後援もとりつけて教員やＳＣの研修会等で案

内チラシを配ることにしました。その甲斐あって、

昨年度の研究・研修会では“常連”の中に初任教員

やＳＣ、またこれらをめざしている大学院生といっ

た“新顔”が見られました。 

今年度は、昨年まで丸一日かけてきた２回の研

究・研修会を半日に短縮し、これに伴って参加費の

軽減や無料の“お試し参加”制度を設けるなど、誰

もが参加しやすいと感じる工夫を加えることにして

います。 

 

 

 

【令和６年度の活動】 

☆第１回支部研究・研修会 

 期日 令和６年６月23日（日） 

 内容 講演・ワークショップ 

「ジブリ映画を通して子どもの心の成長を考える」 

 講師 光元和憲 氏（ちば心理教育研究所所長） 

 会場 川崎市立小杉小学校 

☆認定カウンセラーのつどい 

 期日 令和６年８月25日（日） 

 内容 各学校及び教育機関における活動及び情報

交換 

 会場 川崎市中原市民館 

☆スキルアップ研修 

 期日 令和６年12月１日（日） 

 内容 講演・演習「話の聴き方の基本を学ぶ」 

 講師 滝口千代 氏（心理カウンセラー） 

 会場 川崎市中原市民館 

☆第２回支部研究・研修会 

期日 令和７年１月25日（土） 

内容 講演・事例研修 

   「精神疾患の理解と家族の支援」 

 講師 芳川玲子 氏（国際心理科学研究所 取締役

代表カウンセラー） 

 会場 川崎市立下河原小学校 

 

（文責：川崎市支部理事長 山本 浩之） 
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★研修委員会 

１．第35回中央研修会（令和7年1月26日）

のふりかえり 

 第35回中央研修会については、午前のコース

別講座（４コース）、午後のパネルディスカッショ

ン、そして夕方のオンライン交流会と、大変充実し

た内容となりました。 

 課題は、前回の第34回中央研修会に比べ、参加

者が大幅に減少したことです。委員会では、その点

についてさまざまな観点から議論を行うとともに、

次回の中央研修会の実施方法について、以下の通り

大幅に見直すことといたしました。 

 

２．第36回中央研修会について 

第36回中央研修会については、全面対面で行う

ことといたしました。なお、対面での中央研修会は、

令和2（2020）年1月11日（土）・12日（日）

の第30回中央研修会以来となります。 

＜日 時＞令和8（2026）年1月10日（土）・

11日（日） 

＜場 所＞文教大学越谷キャンパス（埼玉県越谷市） 

＜内 容＞ 

1日目（10日(土)）については、基調講演、パ

ネルディスカッションおよび懇親会を行います。 

２日目（11日(日)）については、コース別講座

を予定しています。 

 詳細については改めて会報、学会HP等でお知

らせいたします。ご期待ください。 

（文責：研修委員長 会沢 信彦） 

 

★調査研究委員会 

調査研究委員会では、「学校における教育相談の

あり方」をテーマに、①教育相談コーディネーター

に関する研究、②教員に求められる教育相談の力に

関する研究を進めており、会報76号でも、「教員

に求められる教育相談の力」について28項目か

ら成るチェックリストを作成したことをご報告いた

しました。このチェックリストは、学会員である
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ろしくお願いします。ご不明な点は認定委員会へ

お問い合わせください。 
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○第４回学校カウンセラー事例研究会・情報交換

会について 

令和５年度、６年度の学校カウンセラー新規認

定者を対象にオンライン方式で事例研究会・情報

交換会を開催します。 

対象者への案内配付：８月下旬予定 

開催日時：11月22日(土) 10:00～12:00 

新しく学校カウンセラーになられた皆様、ご一

緒に学び合いましょう。是非ご参加ください。 

  （文責：認定委員長 簗瀨 のり子） 

 

★学会誌作成委員会  

 本会報と共にお届けしている学会誌第35号をご

覧ください。今回は寄稿論文２本と投稿論文５本を

掲載しています。  

さて、会報第67号でお知らせしましたが、学会

誌第33号以降に掲載される論文のうち、事例を扱

っていないもの、そして執筆者の了解が得られたも

のについては、公表することにしております。公表

の方法は、学会HPからの閲覧及びJSTAGEや 

CiNii等において検索可能とする予定です。 

公表の可否については、学会誌掲載決定後に、執

筆者に個別に確認いたします。この論文公表に伴い

「審査に関するガイドライン」が修正されていま

す。学会誌第32号に掲載している「投稿規定・審

査に関するガイドライン」をご確認ください。 

次に、「論文作成連続講座」を昨年度に引き続き

開催します。1 月、2 月、3 月に1 回ずつ連続

で受講していただき、お持ちの原稿を学会誌に投稿

できるようブラッシュアップしていきます。 

講座は少人数の同期オンライン、ゼミ形式で行い

ます。詳しいご案内は、冬の中央研修会のご案内と

同時にさせていただきます。 

夏のワークショップでは、本会報に同封のチラシ

のとおり、これまで同様の「論文の書き方」コース

を実施しますので、ぜひご参加ください。 

（文責：学会誌作成委員長 中村 豊） 

 

 

 

 

 

 

★広報委員会 

☆学会公式SNSの運用開始について 

 学会の公式SNS の運用が開始されました。主に

学会 HP の最新情報を並行して発信していきます。

さらに、スマホ使いを前提としたSNS 独自の素速

い情報提供も模索していきます。運用を開始するツ

ールは、ＸとFacebook・Instagramの３つです。

今後、会員のニーズによっては学会公式LINE の開

設も検討します。 

 登録していただき、プッシュ通知等を設定してお

くと、学会のHPとも連動して、最新の情報をキャ

ッチすることができます。使い慣れない方が多いか

もしれませんが、これを機に活用してみると手軽さ

や便利さを感じていただけると思います。 

 この学会公式SNSは、学会HPへの掲載、更新

と連動するほか、各専門委員や支部役員、研究大会

実行委員会が、SNS 担当者にメールで依頼するこ

とにより、SNS のみによる情報発信もしていきま

す。紙の通知や HP 掲載事項について、追加情報、

締め切り間近のお知らせ、至急のお知らせ、学会員

以外への研修会情報などの発信を想定しています。 

 今後しばらくは、正式なツールとして紙の通知や

学会HPの活用が続くと思われます。しかし、いず

れは、多くの会員が、そして、会員以外の教育相談

分野に興味のある人々が、主たるツールとして、

SNS による学会情報発信を簡便に利用していくと

予想されます。会員の利益・利便性の向上、次代を

担う中堅・若手の新規会員の入会にもつながると考

えています。目的や意義をご理解の上、積極的にご

活用ください。 

 当面は、正式の通知は紙、webコンテンツの中心

は学会HPであり、これまでとほぼ変わらない手続

きで学会SNS にも連動させ、リンクさせていきま

す。専門委員会や支部による学会SNS 利用方法の

詳細については、今後の全国

役員会や支部代表者会議等

の中で共有を図り、メール配

信でも周知していく予定で

す。 

（文責：広報委員長 松本 直美） 
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★ガイダンスカウンセラー関連情報 

2017年1月20日に発表された文科省のHP

「教育相談に関する調査研究協力者会議」の報告の

中で、スクールカウンセラーとして初めてガイダン

スカウンセラーの必要性が確認されました。その

後、2020年10月のHPには、「スクールカウン

セラー等活用事業に関するQ＆A」の中で、公認心

理師、臨床心理士、大学関係者のほかに「スクール

カウンセラーにふさわしい資格として、学校現場に

おける心理支援の実務の実績を重視する一般社団法

人日本スクールカウンセリング推進協議会の認定に

係るガイダンスカウンセラーなど、心理及び学校教

育に関して専門的な知識・経験を有する者が想定さ

れます。」が発表されました。 

そして2024年には文科省からの委託事業とし

て、「心理に強い教員の資質・向上プログラム」の

テキスト作成を依頼され、2025年度からは「ス

クールカウンセリング専門研修プログラム」を開講

することになりました。61のeラーニング講座＋

医療機関でのオプション講座から成る本プログラム

は、日本では類を見ない、スクールカウンセリング

の体系を系統的に学べる専門研修プログラムとなっ

ており、スクールカウンセラーを目指されている方

や現在SCの仕事をされている方にとって、最適

のプログラムとなっております。今年度の申し込み

は締め切りましたが、来年度のお申し込みをお待ち

しています。    

一般社団法人日本スクールカウンセリング推進協

議会HP：http://jsca.guide 

（文責：一般社団法人日本スクールカウンセリング 

推進協議会理事 学校カウンセラー・ 

ガイダンスカウンセラー 加勇田 修士） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★会長コーナー 

新緑が眩しい季節になりました 

が、みなさんお変わりないでしょ 

うか。私の方は、滋賀県の私学 

近江兄弟社高等学校校長の怒涛の１年間が終わり、

少し穏やかに２年目を迎えています。管理職会議や

運営委員会などがチームとして機能していることに

支えられ、手応えを感じています。 

本学会の会長としての職務も４年目を迎え、今年

の総会までの任期となりました。会長・副会長会や

役員会、各委員会、支部代表者会議・事務局長会議

などがチームとして機能していることに支えられて

ここまでやってこられたと感謝の気持ちでいっぱい

です。 

学校風土の可視化、見直しが、文部科学省「誰一

人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策

（COCOLOプラン）」で提言されています。子ど

ももチーム学校の一員です。子どもたちが、どんな

学校を求め（学校像）、どんな先生を求め（教職員

像）、どんな人になりたいと願っているのか（人間

像）。子どもたちの声を聴きながら学校づくりを一

緒に進めていきましょう。 

８月９日（土）～10日（日）に本学会の第37

回研究大会が京都市（平安高校）で対面開催されま

す。その際に、本部・京都府支部合同企画で「学校

教育相談を軸にしたチーム学校の展開」と題して、

シンポジウムを行います。昨年の本部企画シンポジ

ウムを受けて、記念講演講師の野田正人先生にも参

加していただき、学校現場での具体的な実践につい

て報告、議論をしたいと考えています。京都でお会

いしましょう。    

 （文責：会長 春日井 敏之） 
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★事務局より 

夏の京都大会に関する三次案内を

お届けします。申込は学会ＨＰより受け付けていま

す。今回もＨＰからの申込になっていますので、お

間違えのないようにお願いします。今回の京都大会

も参集型の大会です。多くの皆様の参加をお待ちし

ております。 

○総会は、今年度から夏の大会とは別日に開催しま

す。７月19日（土）の午後からオンラインで行

います。詳しいことは、同封しました案内をご覧

ください。 

○支部代表者会についても、6月22日（日）にオ

ンラインで開催しました。参加して頂いた皆様、

ご多用のところ参加していただきありがとうござ

いました。 

○メルマガによる情報発信を始めて 2 年が経過し

ています。今後は、メルマガでの発信を充実させ

ていきます。各支部を通さなくてもメルマガ登録

することができるようになっています。是非、多

くの皆様に登録していただけたらと思っています。 

（文責：事務局長 木村 正男） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★編集後記 

 今号も、巻頭言やスクールカウンセラー情報に、

支部のキラリなど、示唆に富み、会員の実践を強く

後押ししてくれる内容がそろいました。さらに、京

都大会や対面による中央研修会の復活など、研修意

欲をそそる案内や有益な情報も並びました。それぞ

れ有効にお役立てください。 

 さて、７月の総会を経て、今年度は任期を迎える

各専門委員会の委員の入れ替えが進むことになり、

広報委員も何名かの退任が見込まれます。中でも望

月保美委員（東京都支部）と小川正人委員（栃木県

支部）は、広報委員会の中核として長年活躍されま

した。会報の作成に中心的に関わるのは、今号が最

後になります。本当にお疲れ様でした。 

(文責：広報委員長 松本 直美） 
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